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06 農林水産業費

03 水産業費

03 漁港管理費

水産振興室

作　成　者：財政課　６（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

2505000000

003243

002

00

0

00

航路浚渫事業

前 年 度

活力みなぎる米子

漁業経営の安定化と効率化

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

14,4000000

14,40018,00024,26618,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 14,400工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

②事業の必要性
　皆生漁港は美保湾に注ぐ堀川河口を利用されていた船溜りを漁港として整備しており、

①事業計画

渫を実施する必要がある。
く開口部へ堆積するため、漁船の航行に必要な2.5ｍ～3.0ｍの水深を確保するため維持浚
漁港開口部及び港内航路部の水深が浅く、美保湾沿岸部の特徴である海岸部の漂砂が著し

　漁港開口部及び港内航路部の水深を確保するため必要に応じて維持浚渫を実施する。
①事業の概要

出漁不能日数の減少を図ることができ、漁業活動、漁家経営に資することができる。
　漁船航行に必要な水深を確保することで、漁船航行時の安全確保と漂砂堆積による
②事業効果

　漁港の航路内に堆積した漂砂を浚渫し、漁船航行の安全性確保を図る。

漁港の維持管理経費であり一般財源を充当

事務事業反映状況・・・現状維持

会計 001 一般会計 06款 03項 03目 00200000事業 1頁


